
令和7年度　倫理委員会案件 令和8年3月31日時点

職名 氏名

R7-1-1 令和7年8月14日
「持効性注射薬（ハロマンス筋注とフル
デカシン筋注）の併用療法」

専攻医 佐武　秀紀

R7-2-1 令和7年9月16日
「治療に困難を伴う摂食障害患者と家
族への個別介入」

看護⾧
（看護師）

黒川　沙織

R7-3-1 令和7年10月17日
「クロザピン誘発性流涎症に対するピレン
ゼピンの有効性」

主査
（薬剤師）

南野　希

R7-4-1 令和8年2月18日
「普通級も支援級もしんどい」自閉症スペ
クトラム症児と母の1653日」について学
会発表

主査
（作業療法士）

大石　麗奈

R7-5-1 令和8年3月5日
「アルコール依存症入院患者における体
力の特徴－ADL自立例を対象に健常
者基準との比較－」

療法士⾧
（理学療法士）

主任
（作業療法士）

川端　太嗣
名畑　太貴

受付番号 承認日 申請事項
申請者

概要

統合失調症を含む精神疾患に対して標準的な治療法ではない持効性注射2剤の
併用療法について。

全国児童青年精神科医療施設協議会第55回研修会（令和8年2月6日～7
日）にて事例発表。
多職種がどのように患者との信頼関係を築き、個別性のあるケアを実施したのかを事
例からふり返り、考察し、今後の実践に生かす。

日本精神薬学会総会・学術総会（令和8年10月30日）にて発表予定。クロザピ
ン誘発性流涎症に対するピレンゼピンの有効性の調査。

第60回日本作業療法学会（令和8年11月20日）にて発表予定。地域の資源
につながりにくかった症例について外来療育で行った介入経過をまとめ発表。

第60回日本作業療法学会（令和8年11月20日）にて発表予定。アルコール依
存症入院患者を対象に体力測定を実施し、結果をもとに身体機能の特徴について
調査。
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R7-6-1 令和8年4月24日
「ハロペリドール筋注とアリピブラゾール筋
注の併用療法」

専攻医 神川　公徳

R7-7-1 令和8年3月13日
「児童思春期における強度行動障害の
診療実態についての研究」

医⾧ 尾﨑　仁

R7-8-1 令和8年4月24日
「ハロペリドール筋注とアリピブラゾール筋
注の併用療法」

医⾧ 丸田　咲紀

R7-9-1 令和8年3月31日
「兵庫県立ひょうごこころの医療センター
児童思春期精神科の入院患者における
救急患者の実態の把握」

副院⾧ 渡邉　敦司

第67回児童青年精神医学会総会にて発表予定。強度行動障害加算対象の入
院患者について、電子カルテを元に後方視的に調査し、統計的解析を行う観察研
究。

統合失調症を含む精神疾患に対して標準的な治療法ではない持効性注射2剤の
併用療法について。

統合失調症を含む精神疾患に対して標準的な治療法ではない持効性注射2剤の
併用療法について。

第34回日本精神科救急学会学術総会(令和8年9月)及び第67回日本児童青
年精神医学会総会(令和8年10月)にて発表予定。電子カルテを元に後方視的に
調査、分析。
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